
東
洋
學
書
考
抄
補
逡

石
　
濱
　
純
　
太
　
郎

｝
　
満
洲
交
選

　
満
洲
文
選
に
二
本
あ
る
事
を
蓮
べ
た
の
で
あ
っ
疫
が
、
石
田
杜

村
先
生
か
ら
東
・
洋
・
文
庫
に
館
＝
本
に
正
誤
表
の
あ
る
本
・
の
膚
塀
熾
嵐
寧

を
灘
荻
へ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
…
，
モ
リ
ソ
ン
⊥
叉
庫
匿
録
」
（
O
簿
暦
巴
。
ひ
q
戴
Φ

O
h
魯
T
O
奔
ω
貯
賦
O
ぴ
画
ぴ
塊
鋤
吋
《
○
胤
U
圏
．
○
●
国
●
嵐
O
戦
瓜
ω
O
P
諺
O
≦

鋤
℃
蝕
，
け
◎
軌
餓
回
⑦
○
鼠
Φ
図
瓢
鋤
一
い
一
ぴ
嬬
鋤
N
《
臼
O
旧
（
鴇
○
℃
旨
”
℃
簿
郎
。
℃
鋤
埋
什

ω
①
0
9
ρ
9
切
O
O
犀
o
Q
一
昌
O
銭
お
附
貯
昌
晦
q
餌
ぴ
q
Φ
の
　
樽
ゲ
鋤
欝
　
口
⇒
ひ
q
凱
ω
ダ

8
0
犀
《
P
H
配
餅
℃
・
H
も
Q
ゆ
び
．
）
を
見
る
と
嘗
て
み
る
。
さ
う
し
て

℃
℃
・
瓢
り
b
こ
お
簿
①
凝
簿
窪
と
明
か
に
記
し
．
て
あ
る
。
コ
ル
ヂ
エ

支
那
墨
書
録
で
は
丁
激
が
『
拾
戴
、
二
七
三
」
と
な
っ
て
ゐ
艇
一
頁

の
差
が
あ
る
が
、
序
丈
は
輪
繰
戸
舞
で
終
へ
り
戸
裏
が
当
落
で
丁
漸
陥
の

録
し
て
な
い
頁
で
あ
る
か
．
ら
、
こ
の
異
問
が
生
じ
疫
慮
の
ら
し
い

東
灘
ロ
學
鰍
醗
考
〃
抄
繍
縮
戴

さ
う
す
る
と
第
｝
本
か
ら
正
誤
表
が
あ
っ
た
も
の
と
な
る
が
、
コ
，

ル
ヂ
エ
輩
唱
録
の
佃
｛
正
瀕
賦
｛
…
獄
本
が
轟
凹
ほ
氣
に
懸
る
の
で
あ
る
。
余
も

亦
有
表
本
を
後
に
見
る
を
得
た
が
、
無
表
本
を
見
た
い
。

二
蒙
丈
馬
太
傳
と
約
一
一

　
蓉
謬
詩
客
書
は
少
く
と
も
趨
太
物
と
約
島
流
と
の
二
つ
が
最
初

に
照
た
も
の
ら
し
い
。
…
、
ア
、
、
ヘ
ル
・
レ
ミ
訊
ザ
轟
退
渤
坦
口
認
録
」
（
O
鋤
什
簿
・

ざ
ひ
q
q
①
像
①
ω
即
く
擁
①
ω
噛
一
言
℃
臨
画
仙
ω
Φ
仲
ヨ
効
乱
離
の
O
『
魏
ψ
O
O
ヨ
℃
O
ω
餌
⇒
幡

一
望
ぴ
一
ぴ
賦
O
け
び
伽
駄
賃
①
匹
①
騰
①
⊆
罎
幽
旨
㍉
℃
．
》
ぴ
①
ゲ
菊
瞥
昌
盛
ω
9
件
・
℃
鋤
ワ

圃
ω
”
H
G
Q
も
Q
ω
．
℃
．
心
’
）
を
見
る
と
次
の
様
に
出
て
み
る
。

　
　
　
へ

　
ω
ω
。
図
く
鋤
β
び
q
轟
①
ω
創
①
ω
・
寓
簿
畔
編
冨
＝
①
け
山
の
ψ
匂
①
鋤
ニ
リ
Φ
什
竃
ω

　
　
》
9
①
ω
鳥
①
ω
》
℃
O
嘗
Φ
ρ
需
鋤
像
・
の
諄
冨
欝
槻
露
⑦
銑
簿
O
鉱
劉
－

　
　
鋤
一
堂
ニ
魏
ρ
葛
飴
民
認
・
　
ω
6
ぴ
ヨ
一
自
幹
同
⇒
漏
O
一
．
一
〇
旨
鉱
身
鷺
ぴ
鎚
幹

三
二
∴
レ
六
毬
　
　
轄
鮒
鴛
謀

議
騰
滋

（6V）

↑



嬢
洋
綴
ザ
欝
考
慮
繍
欄
題

　
ω
麟
図
く
鋤
欝
跡
q
鵠
Φ
ω
伽
①
ω
．
鎮
増
魯
ぴ
一
〇
償
Φ
け
瓢
O
ψ
噛
Φ
簿
詳
①
鈴
δ
ω

　
　
》
O
審
◎
ワ
偽
O
の
》
唱
α
需
①
o
Q
噛
霞
餌
血
。
⑩
浮
ヨ
○
⇔
騎
O
押
唱
Φ
肘
寓
●

　
　
ω
O
甥
菖
博
α
ひ
　
困
⇔
㌫
O
ド
一
〇
嶺
か
q
》
ぴ
β
o
幹

三
一
二
號
は
カ
ル
マ
ク
謹
一
で
三
四
號
は
蝉
頭
古
［
皮
舞
醐
灘
町
で
あ
っ
て
、
爾
…

方
共
に
三
種
で
馬
可
・
路
加
爾
徳
．
は
敏
い
で
る
る
。
罷
裁
も
爾
方

．
同
じ
ら
し
い
。
シ
よ
ミ
ッ
ト
は
一
八
一
五
、
年
に
馬
太
傳
の
カ
ル
マ

ク
繹
本
を
整
版
し
て
み
る
が
、
今
度
は
又
別
の
欄
裁
に
し
た
も
の

ら
し
い
。
バ
ビ
ン
ゲ
ル
の
「
シ
晶
ミ
ッ
ト
傳
」
（
男
N
9
旨
N
じ
d
9
ぴ
圃
嵩
ひ
q
Φ
雛

嗣
ω
⇔
巴
（
口
縄
（
O
ぴ
ω
O
ご
影
回
自
軍
、
同
刈
刈
リ
ド
H
c
◎
蒔
刈
●
　
図
一
β
b
コ
魚
嘗
簿
ひ
q
N
億
厭

O
翻
。
露
巳
ρ
審
「
鳥
興
8
害
①
9
0
謎
。
同
誌
拶
か
身
●
　
国
Φ
鷺
ω
o
び
甑
津
眺
帥
巴

閏
鼠
の
体
嵩
O
財
該
騨
鉱
ρ
N
島
守
の
魚
昌
9
謬
勺
α
・
○
Φ
｝
）
二
騰
け
ω
紳
簿
ぴ
q
奮
剛
W
Φ
肘
賦
口
”

H
8
9
ψ
蜀
）
に
よ
る
と
、
｝
八
こ
○
年
に
ヵ
ル
マ
ク
約
翰
簿

を
、
ヅ
八
一
三
年
に
ヵ
ル
マ
ク
使
徒
行
傅
を
露
都
で
繊
し
た
と
あ

り
、
そ
の
馬
太
傳
の
事
も
、
叉
丈
．
語
諜
の
事
も
黒
て
る
な
い
。
然

し
こ
れ
を
以
て
見
る
と
、
　
一
八
二
〇
年
前
後
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
蒙

古
丈
語
と
カ
ル
マ
ク
語
の
謡
本
を
各
々
三
種
だ
け
駕
し
允
と
見
て

い
鼠
繕
陣
で
、
　
一
つ
宛
嵩
た
も
の
へ
な
る
事
も
、
分
る
。

第
　
囲
乎
六
懇
　
　
難
瓢
聡
慧
　
　
　
稽
澱
六

【ニ

@
ウ
イ
グ
多
識
爵
巻
髪
身
心
＋
考

　
余
は
本
考
は
三
種
あ
っ
て
そ
の
別
刷
本
が
二
種
あ
る
事
を
蓮
べ

沁
の
で
あ
っ
た
が
、
石
鴇
杜
村
先
生
は
果
し
て
然
ら
ば
「
ク
ラ
ブ

皿
オ
ト
回
書
塁
塞
」
の
一
八
ご
○
年
酒
黒
別
行
本
は
「
八
こ
こ
年

巴
里
遇
，
伯
林
丈
庫
囹
録
」
に
附
す
る
前
に
別
行
し
て
み
た
事
と
な

る
が
差
支
な
き
か
と
髄
帆
さ
れ
允
の
で
あ
っ
沁
α
誠
に
轡
一
端
な
る
疑

閣
四
で
あ
っ
て
、
之
に
及
ば
、
・
取
か
つ
允
の
は
余
の
頬
W
漏
…
で
あ
っ
た
。

余
は
僅
か
に
「
策
洋
實
藏
し
誌
本
と
」
二
伯
林
屠
録
」
と
を
図
観
し
た

の
み
で
、
二
種
の
別
…
刷
本
を
親
し
く
撫
慶
す
る
を
得
な
か
つ
疫
か

ら
、
か
鼠
る
組
策
を
暴
露
し
た
の
で
あ
っ
た
．

　
余
は
主
と
し
て
ク
ラ
ブ
揖
オ
ト
自
身
の
記
蓮
に
依
嘱
…
し
て
論
誰

し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
考
に
滞
…
れ
鳶
る
も
の
で
、
彼
」
の
「
亜
細
亜

一
雑
考
し
第
二
巷
（
霞
等
長
O
冒
Φ
ω
　
門
㊦
貯
焦
富
　
》
一
．
》
ω
貯
嘔
8
9
影
の

ω
⑦
8
挿
斜
　
図
、
簿
二
ω
》
目
Q
。
b
O
⑰
）
　
に
牧
め
ら
れ
た
る
シ
ゐ
ミ
ッ
ト
氏
撰

中
華
・
文
化
・
輿
考
…
批
鋼
」
（
○
ぴ
の
Φ
醜
く
簿
鋤
O
P
ω
O
甑
試
ρ
＝
Φ
ω
こ
q
蒲
見
冨
ω

桟
φ
O
げ
⑦
層
O
げ
の
ω
長
続
簿
嵩
≦
W
ω
節
同
轡
ぽ
冨
け
○
騨
①
℃
O
凱
自
ρ
¢
O
①
け
巳
の
謡
ぴ
q
博

⑦
錠
加
O
住
㊦
一
．
一
昼
齢
伽
甑
O
戸
韓
①
瓢
の
一
、
湊
臨
ρ
℃
舞
濯
獄
O
G
陰
娼
餌
材
ジ
8
楓
・
ぬ
．

（6S）



ω
O
び
ヨ
箆
三
戸
ω
叶
㍉
想
伽
叶
Φ
触
Q
o
び
O
鐸
彗
喫
し
　
の
註
に
も
あ
る
．
。
同
門
駐
二

一
二
員
．
の
【
、
余
の
淋
し
・
潅
ウ
イ
グ
r
ル
考
」
に
注
し
て
「
こ
れ
余
の
伯

林
文
庫
目
録
、
巴
塁
一
八
二
一
一
年
刊
に
附
録
と
し
、
て
出
　
で
理
り
、

別
行
本
」
を
作
れ
り
．
し
と
書
い
て
み
る
。
こ
れ
で
見
れ
ば
余
の
前
考

に
流
～
べ
た
る
所
〔
は
ク
ラ
ブ
翼
オ
ト
に
徽
〔
す
る
限
り
．
誤
・
り
は
な
い
傍
宵

で
あ
る
心
．

　
所
で
驚
い
た
崩
畢
に
は
彼
㌦
爾
身
四
の
払
醐
丈
．
串
・
に
も
一
八
二
〇
年
と
し

て
之
を
引
用
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
距
、
細
亜
再
考
第
工
雀

三
五
〇
百
ハ
及
び
三
五
二
頁
」
に
於
て
北
ハ
に
一
踊
余
の
瀞
勤
ウ
イ
グ
ル
轟
菊
」
に

一
八
コ
○
年
と
附
記
／
／
て
る
る
。
尤
も
岡
尭
悶
三
二
〇
頁
濾
（
一
）
に

は
「
余
の
瀞
麟
ウ
イ
グ
ル
考
、
巴
婁
一
八
二
三
年
刊
」
と
減
て
み
る
の

は
誤
縮
…
に
臨
遅
ひ
な
い
。
叉
「
、
チ
ム
コ
フ
ス
白
船
銀
古
支
那
籏
行
記
」
の

一己

i
↓
D
・
2
⊃
〈
㊦
H
ω
O
隔
け
げ
の
潟
環
ω
ω
囲
9
昌
寓
貧
繊
O
φ
酔
び
噌
O
鐸
騎
び
ン
肉
O
詳
ぴ
身
，

O
瓢
帥
け
O
O
げ
一
三
簿
℃
p
⊃
⇔
傷
嬬
Φ
臨
畠
Φ
口
O
Φ
陣
⇔
男
Φ
評
岡
誹
鈎
℃
一
⇔
帥
プ
Φ
鱗
O
舞
鷹
の

一
G
◎
b
◎
O
一
一
G
◎
b
Q
一
●
】
W
《
（
｝
①
O
醜
騎
①
6
曽
づ
犀
O
〆
＜
鮎
臨
齢
ぞ
く
画
ひ
び
O
O
憎
憎
Φ
O
臨
O
⇒
ω

瓢
⇒
鳥
欝
O
け
の
ω
ぴ
《
験
億
躍
億
ω
く
O
四
病
一
角
唱
憎
◎
瓢
ピ
＜
O
ピ
い
H
O
昌
創
O
跡
噛

日
。
◎
駆
0
3
℃
’
ら
ゆ
圃
。
◎
）
　
に
は
「
余
の
画
録
に
附
す
’
る
新
考
」
と
し
て
懸
黒

一
八
二
五
年
と
あ
る
の
も
誤
植
に
違
ひ
な
い
。
認
れ
は
二
三
年
も

　
　
　
　
　
來
洋
雛
敷
蹴
考
抄
繍
欄
撒

二
五
年
も
繍
口
留
瀦
嗣
係
が
な
い
か
．
ら
廊
依
の
筆
に
嵐
で
．
鼠
“
わ
雛
賦
記
か
甜
磯

槙
で
あ
る
。
然
し
二
〇
年
は
彼
の
轟
滋
勲
悶
瞬
録
に
も
田
る
の
だ
か
ら

誤
植
と
簡
羅
・
に
抹
殺
し
き
れ
な
い
。
況
ん
や
他
の
時
々
の
6
1
用
に

も
さ
う
勝
て
く
る
か
．
ら
で
あ
る
。

　
ア
ベ
ル
・
レ
ミ
ュ
ザ
遺
書
樹
録
五
五
頁
五
一
＝
號
猷
こ
の
別
行

本
だ
が
工
○
年
と
明
記
し
て
あ
る
．
、
ベ
ン
フ
　
・
イ
の
「
欄
逸
言
語
、

餓
語
．
麦
」
（
↓
．
プ
伶
O
鳥
O
砂
柱
W
傷
謬
暁
O
《
”
O
Φ
ω
O
｝
凱
O
ゴ
持
Φ
処
の
『
ω
弓
N
⇔
6
び
≦
一
9
唾
・

の
ゆ
質
ω
O
囲
ρ
鋤
h
け
ζ
瓢
鳥
O
憎
一
〇
瓢
酔
餌
罵
の
O
疑
Φ
瓢
℃
ず
鵠
O
一
〇
ぬ
杣
Φ
一
⇔
］
ワ
㊦
二
戸
ω
O
ぴ
・

一
意
瓢
鳥
ω
⑦
潔
自
⑦
旨
P
》
画
歴
⇔
昌
徽
①
窪
㊦
ω
冒
¢
幽
　
細
鍛
ず
触
7
二
昌
鳥
Φ
憎
帥
ω
葺
謬

①
陣
嵩
Φ
一
β
男
帥
O
押
ぴ
ぱ
6
渥
螢
＝
h
鳥
同
①
胤
憎
｛
瓢
ρ
Φ
機
Φ
β
h
N
O
一
陣
O
轟
。
（
｝
⑦
ω
O
び
凶
O
置
‘

樽
①
　
山
①
厭
　
義
目
ω
ω
①
⇒
ω
O
げ
鋤
鴎
仲
⑦
ロ
　
一
瓢
　

回）

ｳ
信
州
の
O
げ
一
9
琴
鳥
。
　
　
Z
Φ
漏
O
憎
⑦

N
①
尊
諺
。
び
竃
吋
⇔
ご
簿
欝
Ω
」
≦
熔
P
o
剛
ρ
の
ジ
目
C
Q
①
0
9
ψ
刈
心
o
Q
●
）
で
は
　
一
一

八
一
一
年
、
　
一
八
＝
一
年
及
び
一
八
一
…
○
年
に
ク
ラ
プ
ロ
オ
ト
は

ウ
イ
グ
ル
入
．
の
瀧
四
育
と
丈
字
と
を
弧
醐
ぜ
り
し
と
三
本
あ
い
‘
9
を
述
べ

て
み
る
。
こ
れ
は
東
洋
轡
鮭
藏
本
、
カ
ゥ
．
カ
ズ
ス
族
行
記
本
、
伯
林

田
［
録
太
丁
の
蕊
鞘
を
掲
鶉
し
て
み
る
の
だ
が
、
餓
窓
二
本
は
…
八
コ
○
甜
＋
と

な
っ
て
み
る
Q
バ
ビ
ン
ゲ
ル
の
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
擁
円
に
（
二
一
、
轟
3
箒
N

ご
ご
9
ぴ
陣
門
α
q
の
畦
”
　
回
ω
鋤
鋤
翻
　
｝
鋤
騨
◎
び
　
ω
O
げ
掃
昌
口
出
r
陣
“
刈
¢
一
H
Q
O
肺
門
　
国
圃
⇒

第
二
志
レ
轟
ハ
熟
W
　
櫨
謝
蹴
號

論
断
宅

〈69）



獄
灘
．
雛
欝
考
抄
補
滋

一W

ｳ
四
目
・
餌
鵬
N
償
携
○
Φ
ω
O
M
臥
6
ワ
渉
①
瓜
の
厭
↓
一
ぴ
Φ
轡
h
O
機
ω
O
び
露
里
騎
●
　
閃
の
ω
酢
ω
－

。困

ｮ
，
臨
噺
貯
津
鴎
a
嵩
魯
踏
葺
び
N
o
ω
魯
δ
ヨ
謡
彫
○
①
ピ
詳
ω
欝
識

目
Φ
’
》
窟
」
泣
H
8
0
●
　
じ
づ
①
甑
圃
詳
早
り
昏
0
9
ψ
同
G
Q
虞
．
）
．
に
も
引
い
て
圖

じ
い
、
又
ツ
γ
フ
．
ぼ
ウ
ル
・
ア
フ
メ
．
ッ
ト
氏
の
「
ウ
イ
グ
ル
語
彙
」

（
9
●
○
既
警
護
ξ
と
毒
①
嘗
d
く
跨
舞
ω
α
N
鐸
鷺
．
H
も
。
鐙
呂
9

H
㊤
も
Q
野
）
で
は
序
丈
中
に
も
、
引
用
書
同
中
に
も
一
八
．
二
〇
年
巴
里

刊
と
暴
げ
て
る
る
の
ブ
　
叉
且
つ
「
モ
リ
ソ
ン
丈
庫
匿
録
」
第
｝
一
部

三
＝
二
頁
に
も
二
部
を
墓
・
げ
．
、
　
｝
は
別
行
本
で
あ
り
、
　
一
は
伯
林

．
目
録
本
で
あ
り
、
共
に
一
八
二
〇
年
と
あ
る
。
伯
林
国
選
本
．
は
其

下
の
伯
林
闘
録
と
見
合
せ
て
一
八
工
工
年
と
せ
ね
ば
な
．
ら
な
い
様

で
あ
る
。
か
く
我
が
東
洋
丈
庫
に
一
八
工
○
年
別
行
本
が
存
在
す

る
と
せ
ば
、
問
題
は
簡
軍
に
片
付
く
わ
け
で
あ
る
が
、
何
故
別
綱

L
不
が
原
本
に
先
立
つ
か
、
ク
ラ
プ
ロ
オ
ト
の
筆
か
ら
見
て
も
分
ら

な
い
．
。

　
　
所
で
ア
ベ
ル
・
レ
、
・
、
満
ザ
に
「
伯
林
夏
鳶
麟
録
」
の
新
刊
批
評

（
ω
＝
憎
一
①
ω
導
く
桟
①
の
O
疑
一
β
O
δ
q
①
一
鋤
ぴ
一
ぴ
嵩
○
汁
漬
伽
貞
煽
⑦
塊
O
《
”
一
⑦
自
①

剛W

ｳ
『
罵
罫
。
　
ン
幽
似
一
餌
嵩
騎
①
ω
L
♪
ω
一
9
叶
一
心
償
①
ρ
O
ρ
O
び
O
凶
渥
鳥
O
　
彗
O
冠
O
㊦
鋤
，

舞
留
a
8
器
Φ
ε
①
ヨ
⑲
ヨ
。
幕
の
箆
魯
瀞
簾
舞
邑
鎧
圃
。
3

r
轄
瑠
二
十
轟
ハ
巷
　
　
繁
黛
號

撚1

八

磐
×
ω
鼠
魯
霧
ρ
磐
渥
8
β
無
界
Φ
ρ
節
一
．
気
ω
8
貯
Φ

鷺
。
履
昌
三
㊥
驚
ω
塁
江
。
蕊
。
慧
窪
露
ざ
筑
℃
鴛

複
塩
ヨ
器
暮
・
臼
。
露
①
ω
の
8
民
・
℃
鋤
ユ
ω
し
。
。
b
。
O
曹
》

が
あ
っ
た
。
　
そ
の
一
二
六
四
葺
に
於
て
　
「
ク
ラ
ブ
翼
オ
ト

録
の
後
に
附
録
と
し
て
ウ
．
イ
グ
ル
人
の
文
字
及
び
言
切

論
考
を
附
．
載
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
．
肝

カ
ウ
カ
ズ
及
び
ジ
・
ル
ジ
ア
族
行
事
の
狽
逸
版
に
隠

り
、
署
者
は
そ
の
論
考
が
　
　
　
斥
書

き
を
以
て
之
を
別
ち
、
巴
里
に
於
　
i
’
イ

行
”
記
の
単
複
膵
本
に
は
佃
…
へ
す
し
　
雪
出
航
出
魯

に
患
せ
る
な
り
。
」
と
蓮
べ
、
注
に
於
て
　
　
び

醒
せ
ら
れ
題
し
て
臼
く
、

き
歯
茎
罫
お
§
興
蝕
①
ω
鷲
9
。
冨
§
（
一

　
q
貫
霞
窪
’

簿
旦
巽
窪
d
置
銭
巴
ρ
窪
Q
。
覧
鑓
g
質
9
9

　
麟
鉱
ω
①
島
9
魯
d
Φ
ぴ
①
議
魚
箇
舞
雪
ぎ
賞

　
同
G
Q
b
⊃
O
．

こ
の
別
記
は
全
書
と
共
に
轟
で
盛
り
。

此
論
考
ほ
最
初
は
菓
洋
寳
藪
誌
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
装

　
　
　
こ
の
族
…
丁
重
の
問
懸
と
｛
巴
里
の
關
係
な

　
　
　
　
　
　
　
て
刃
一
丁
せ
．
ら
れ
ん
と
せ
し
此
蕨

　
　
　
　
　
　
て
～
．
ほ
魯
転
を
施
し
て
之
を
本
勲
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
）
ウ
イ
グ
ル
考
は
抜

Φ
け
鋤
這

鼠
●
》
ぴ
Φ
甲

ω
認
一
⊆
。
隷
●
）

　
氏
は
昇
騰

㎜
に
外
す
る

一
、
次
い
で

”
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
o
ゲ
誌
津
創
興

2
9
段
。
貯
①
碁
≦
o
Φ
溝
2
＜
Φ
蕊
魚
9
鐵
ω
ω
①
億
洋
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
戸
ω
鳥
の
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
勺
①
鉱
類
瞬
・
勺
鍵
挙

し
と
明
記
し
て
み
る
。
こ
の

（70）



群
題
は
モ
リ
ソ
ン
目
録
に
著
録
せ
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
レ
ミ
ュ
ザ

遣
書
閤
録
に
ぼ
佛
謬
で
禺
て
る
る
。
尤
も
モ
リ
ソ
ン
留
録
に
は
ペ

キ
ン
以
下
を
　
類
曾
簿
離
ω
閃
①
騎
①
ぴ
O
雛
く
。
口
験
巳
貯
ω
国
欝
唱
8
帥
ダ

憎
9
甑
ω
u
囲
嵩
⊆
①
触
犀
9
昌
ひ
q
甥
。
び
⑦
ゆ
U
籍
。
搾
Φ
器
《
」
G
。
鱒
O
．
と
し
て
み

る
が
、
そ
れ
が
完
全
な
る
詳
言
で
あ
ら
う
。
レ
ミ
ュ
ザ
は
捌
刷
本

が
臼
録
本
と
同
時
に
患
で
た
る
｛
墨
を
特
に
記
し
て
み
る
の
は
、
題

名
と
云
ひ
刊
行
＾
紀
年
・
と
云
ひ
多
少
の
p
根
異
の
あ
る
を
以
て
特
に
注

意
し
た
も
の
に
一
違
ひ
．
な
い
。
是
を
以
て
一
八
二
〇
年
別
一
刷
本
は
一

八
二
二
年
劉
録
本
の
別
捌
で
あ
り
、
且
つ
同
時
に
蹴
で
允
る
も
の

な
る
は
明
か
に
な
っ
た
。
何
故
に
同
時
に
出
　
で
沁
る
も
の
に
乱
特
に

　
八
一
一
〇
年
の
刊
記
を
附
し
充
る
や
は
、
　
ク
ラ
ブ
豚
オ
ト
自
身
〃
に

質
問
し
て
見
る
よ
り
外
は
な
い
が
、
恐
ら
く
既
に
完
域
し
て
み
た

事
を
誇
示
し
た
も
の
な
ん
だ
ら
う
。
さ
う
す
る
と
ク
ラ
ブ
謀
オ
ト

目
録
中
の
著
作
年
表
に
之
を
刊
記
に
よ
っ
て
一
八
二
〇
年
に
の
み

、
懸
け
て
み
る
の
は
再
考
を
要
す
る
。

　
以
上
の
考
讃
に
よ
っ
て
、
太
一
考
は
虜
m
洋
霧
織
瓶
本
、
カ
ウ
カ
ズ
ス

旅
行
記
本
、
伯
林
闘
録
本
の
三
種
あ
り
、
一
八
二
一
年
別
刷
本
・
は

カ
ウ
カ
寒
ス
族
行
記
の
披
刷
本
、
…
八
…
「
○
年
別
刷
本
は
伯
林
購

蹴
出
撃
欝
考
抄
補
撒
．

録
の
抜
刷
本
な
る
事
、
叉
こ
れ
に
よ
り
刊
記
に
よ
っ
て
そ
の
伺
本

な
る
を
知
る
を
得
る
事
と
思
ふ
。
こ
れ
を
以
て
石
田
先
生
へ
の
御

霊
へ
と
す
る
。

　
　
　
前
賢
正
誤
表

八
五
頁
下
段
一
行
　
「
竃
言
楠
ω
鐸
拶
」
　
s
・
z
c
に
誤
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

八
八
頁
上
段
八
行
　
「
ω
㊤
質
α
q
鳳
猷
『
σ
二
『
㈹
」
　
尾
に
e
を
行
ず
。

九
〇
買
下
段
四
行
　
「
も
未
だ
見
ざ
る
」
　
も
未
を
倒
す
Q

嬢
二
∴
「
六
練
一
　
襯
妙
罵
鰭
　
　
　
鰐
需
雌
九

（7ユ）


